
広報クイズ
今月の『広報

そうじゃ』を読
んで、次のクイズ
にお答えください。
Ｑ１ 新たに市指定文化財に指定さ
れたのは、一丁○古墳群
【応募方法】 はがきに答えと住所、氏
名、電話番号、市政や広報紙に対する
ご意見やご要望を明記のうえ、編集室
へ。正解者のなかから２人にチュッピ
ーのジクソーパズルを贈ります。
【応募期限】 ８月１日b
【５月号の答え】 １
【５月号の当選者】 長原文さん（中央
四丁目）、平松京子さん（宿）。

〔応募者数１７人〕
■応募先　〒７１９－１１９２　中央一丁目
１番１号　総社市役所企画課
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読者のページ

読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します

市 民 憲 章

わたくしたちは、美しい自然と豊か
な吉備文化にはぐくまれている総社市
民です。
このことに誇りと責任をもち明るく
豊かなまちをつくることにつとめます。
１郷土を大切に
美しい環境をまもりましょう。

１生涯学び
明るい家庭をきずきましょう。

１たがいに助け合い
あたたかいまちをつくりましょう。

◎市の花/れんげ
◎市の木/もみじ
◎市の鳥/タンチョウ

市 の 花 ・ 木 ・ 鳥

今 月 の 表 紙

地・食べの取り組み第１号で
市内産のタマネギを使った学校
給食を楽しむ総社東小児童

■家庭菜園の楽しみにハマッテ
いる。わが家と、庁舎に植えら
れたゴーヤの成長を比べて毎日
観察。見ているだけで満腹だ。
■いよいよアナログ放送が終了
し、地上デジタルに完全移行す
る。わが家はデジタル化が完了。
あとは歴史的瞬間を待つだけだ。
■メールマガジンを７月から始
める。広報手段が一つ増える。
防災、行政、イベント、子育て
の４分野で「そうじゃな」と感じ
てもらえる情報を発信していき
たい。

編 集 後 記

チュッピーのジクソーパズルが当たる

みんなで
乗ろう！
みんなで
乗ろう！

１乗車３００円１乗車３００円１乗車３００円

○日の昼から、
雪舟くんに乗って、
おじいちゃんの友
達の家に行くか。

うん！

　早めに予約しよう
と思って電話しまし
た。○月○日の○時
台に、自宅から○さ
ん宅まで孫と２人で
お願いします。

おっ、つながった

※雪舟くんは利用し
たい日の１週間前か
ら予約できます。

ママ、ピンクのくる
まにのって、おじいち
ゃんのお友達のおうち
に行ってきたよ。くる
まのなかで、よそのお
ばちゃんと話をしたん
だ。

よ
か
っ
た
ね

　通院や買い物で使う人が多いそうじ
ゃが、スポーツクラブや美容院に行く
のに使っている人もおるそうじゃ。

　雪舟くんは乗り合いなので、予約
の件数によっては、○時ちょうどの
迎えにならないこともあります。

※雪舟くんの運転手は、お客さんの
安全のため、運転席から離れてはい
けないことになっています。

雪舟くん、
よく走って
いますね。

午前中は、通院で使
う人で、よう乗っとる
そうじゃ。

■雪舟くんは、１乗車３００円で、市内の移動に使える予約型で乗合方式のみんなの乗り物です。
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。
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親
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催
し
を
し
て
い
た
の
で

す
が
、
子
ど
も
が
少
な
く
な

っ
た
せ
い
で
開
か
れ
な
く
な

っ
た
と
い
い
ま
す
。

先
日
、
町
内
会
の
総
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で
、

地
域
の
活
性
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た
め
に
こ
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を
久
し
ぶ
り
に
復
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さ

せ
よ
う
と
い
う
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が
あ
が
り
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た
。
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会

役
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な
り
開
催
が

決
定
し
ま
し
た
。
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し
て
く
れ
た
人
に
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し
ん
で
い
た
だ
け
て
、
開
い

た
側
も
う
れ
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か
っ
た
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
近
所
の
親

睦
が
深
ま
り
、
今
ま
で
以
上

に
町
内
が
楽
し
く
活
気
あ
る

も
の
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
稲
荷
町
町
内
会
会
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・

山
本
吉
平
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ん
）

●

町
内
の
出
身
で
、
岡
山
大

学
病
院
の
医
学
部
長
を

務
め
眼
科
医
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
松
尾
信
彦
さ
ん
に

講
師
を
務
め
て
も
ら
い
、
栄

町
町
内
会
で
は
、
目
の
健
康

を
学
ん
で
い
ま
す
。

講
話
は
松
尾
さ
ん
と
の
世

間
話
が
き
っ
か
け
で
、「
目
は

口
ほ
ど
に
も
の
を
言
う
―
目

を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
―
」

と
題
し
、
今
年
２
月
か
ら
秋

口
ま
で
の
全
１２
回
シ
リ
ー
ズ

で
始
め
ま
し
た
。
６
月
１１
日

ま
で
に
７
回
が
終
わ
り
、
目

の
仕
組
み
と
働
き
や
老
眼
、

糖
尿
病
と
目
の
関
係
な
ど
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。

毎
回
、
栄
町
公
会
堂
を
会

場
に
行
わ
れ
、
近
隣
の
皆
さ

ん
約
５０
人
が
訪
れ
て
、
熱
心

に
講
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

私
も
裏
方
の
手
伝
い
を
し

な
が
ら
、
毎
回
参
加
し
、
勉

強
に
励
ん
で
い
ま
す
。
身
近

な
内
容
を
、
一
つ
ず
つ
詳
し

く
教
え
て
く
れ
る
の
で
と
て

も
分
か
り
や
す
い
の
で
す
。

こ
の
講
話
を
聞
い
て
、
少
し

で
も
長
く
目
の
健
康
を
保
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
総
社
地
区
市
政
モ
ニ
タ
ー
・

関
前
さ
ん
・
総
社
二
丁
目
）

親睦会でペタンクを楽しむ皆さん

目と外傷の講話を熱心に聞く皆さん


